
第45回「議員と語ろかい」報告書 
 （産業建設常任委員会：№１） 

開催日 令和６年５月１7日（金曜日）  １０時００分 ～ １１時３０分 

開催場所 霧島市役所 議会棟４階 第３・４委員会室 

団体名 個人参加 参加人員 
       １６人 

（男 ８人：女 ８人） 

出席議員 
前田幸一、宮内博、松下太葵、久保史睦、德田修和、木野田誠、池田綱雄、 

下深迫孝二 

役割分担 班長（前田幸一）副班長（宮内博）記録係（德田修和） 

テーマ及び具

体的な内容 

 

大雨災害対策について 
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◆は参加者の発言  ◇は議員の発言 

西瓜川原付近の意見 

・ここ３年水害対策がとられていない。 

・ゲリラ豪雨に対する不安がある。 

・移動ポンプ車の常設はできないか。 

・用水路の改修をしてほしい。 

・道路が狭い。整備が進んでおらず、緊急車両が入ってこられない。 

・雨水調整池の整備について行政からの説明がほしい。 

・西瓜川原の雨水整備計画だけがすべて長期計画になっている。早期に進めるべき事業も

あるのではないか。 

・排水機場のポンプの排水能力は不十分ではないか。改修が必要と感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（産業建設常任委員会：№2） 
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◆は参加者の発言  ◇は議員の発言 

 

姫城地区・他の意見 

・稲荷田、諏訪地区の避難所の見直しをしてほしい。 

・現在の避難所が施設の2階にあるため高齢者が避難しにくい。 

・避難所に指定している施設であれば、かねてから衛生管理を徹底してほしい。 

・姫城地区の避難場所を確保してほしい。 

・雨水貯留施設設置補助の周知をもっと図ってほしい。 

・雨による崖崩れが怖い。 

・太陽光発電施設に対する対応はどうしているのか。 

・災害発生期間だけでも市営住宅に入れないのか。 

・会社や団体の災害対策、避難対策を考えるべきではないか。 

 

国分中央地区の意見 

・なぜ川が街の中央に向かっているのか。 

・中央から海まで一本で流れるのが理想だが、中央を囲むように側溝があり水が流れにく

い。貯水池の設置をしていくべきではないか。 

・災害時、近くの学校などを避難場所にできないのか。議員には今あるもので何ができる

か提案してほしい。 

・おさと墓地の後ろ辺りに島津家のお墓があり大雨の時は落石の危険性がある。教育委員

会も調査に来たが進展はない。どうなっているのか。 

・鹿児島銀行国分支店の裏にマンションが建設されるようだが、大雨の時の水捌けは大丈

夫なのか。 

 


